
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

神戸大学大学院国際文化学研究科 異文化研究交流センター・メディア文化研究センター主催 

                                  2013 年度 第２回「共創」社会研究会 

発表者：植 朗子 氏 

グリム兄弟『ドイツ伝説集』における神話的樹木と 

〈人間が生る木〉伝承 
 

発表者：松井 真之介 氏 

越境するフランスの地域語学校 

―アルザス語の ABCM学校をめぐって 
 

日時：2013 年１０月３０日（水）  

１８:００ 〜 ２０:３０ 

場所： Ａ４０３ 中会議室 [神戸大学大学院国際文化学研究科] 

 
[神戸大学大学院国際文化学研究科] 

（生協食堂前のエレベーターにて 4 階へお上がり下さい） 

●お問い合わせ 

異文化研究交流センター       TEＬ: 078-803-7650  

mail:irec@ccs-srv.cla.kobe-u.ac.jp  

メディア文化研究センター      TEＬ: 078-803-7494  

mail:cmec@ccs.cla.kobe-u.ac.jp 

 

 

【植朗子】 

博士（学術）神戸大学。2011年神戸大学大学院国際文化学研究科地域文化論（ヨ

ーロッパ・アメリカ文化論コース）博士課程後期課程修了。現在、神戸大学大

学院異文化研究交流センター（IReC）協力研究員、神戸松蔭女子学院大学非常

勤講師、大和大学非常勤講師、お茶の水女子大学研究員（産学連携） 

著書（単著）に『「ドイツ伝説集」のコスモロジー』（鳥影社、2013 年） 

【松井真之介】 

博士（学術）神戸大学。専門はフランスを中心としたマイノリティ論、ディア

スポラ論、アルメニア学。現在、神戸大学大学院異文化研究交流センター（IReC）

協力研究員、神戸大学非常勤講師、大和大学非常勤講師。 

「フランスにおける言語マイノリティ学校の可能性 : ブレイス語のディワン

学校と在仏アルメニア学校を例に」（『フランス教育学会紀要』第 24 号、2012

年）。共著に『公共文化施設の公共性：運営・連携・哲学』（藤野一夫編、水曜

社、2011年）。 

 


